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　この会社に入り、ＣＥとして32年が経ちま

した。

　入社当時は、汎用機を扱っていて、それに

つながるパソコンを保守していました。

　その後、サーバやネットワーク機器を中心

とする保守へと変わってきました。

　サーバやネットワーク機器はデータセン

ターへの設置が多く、そこでの作業を、最近

は多く対応しています。

　今回、そのデータセンター内で大きな作業

ミスを犯してしまった時の話になります。

　大きな作業ミスとは、最初にネットワーク

機器に接続しているＬＡＮケーブルを抜く作

業だったのですが、誤って違うＬＡＮケーブ

ルを抜いてしまったことです。

　作業は、２名作業で他の地域での応援作業

でした。

　１名は現地の作業員で資料を準備すること

になっていたので、前日に私は届いていた資

料をＰＣにダウンロードのみ行いました。

　作業当日、資料を受け取り、作業内容の確

認を行ったのですが、これまでも同様の作業

を行っていたこともあり、２日間の作業内容

を当日分のみの確認しか行いませんでした。

　もう１名の作業者も、前日に資料は準備し

たものの、その後、別件作業に出かけた為、

資料を十分に把握していませんでした。

　いざ、作業を開始し、ＬＡＮケーブルを抜

くことになったのですが、ＬＡＮケーブル抜

線表の日付を見落としたことにより、翌日の

対象機器のＬＡＮケーブルを抜いてしまった

のです。

　事前準備で、当日使用するＬＡＮケーブル

抜線表の確認を怠ったまま、これまでの経験

から容易にＬＡＮケーブル抜線表の一枚目を

使用し作業を進めてしまいました。

　作業は、その後、抜いたＬＡＮケーブルを

元に戻し、以降の作業を進めることができま

した。

　今回、他場所への応援とはいえ、資料の準

備、確認を十分に行わなかったことによって

起きた作業ミスの大きな要因でした。

　改めて、事前準備の重要性を再認識するこ

ととなりました。

　この作業以降は、ネットワーク機器の作業

にかかわらず事前準備に、より時間をかける

ようになりました。

　資料に関しては、当日確認するのではなく、

事前に確認することで、資料内容の記載ミス

や不明点を見つけることができ、そのことを

確認することで、認識の間違いに気づくこと

もあります。また、準備した資料や作業内容

を他の人に確認してもらうことによっても、

思い込みや準備不足を解消する手立てとして

活用しています。

 「ＬＡＮケーブル１本を抜くだけの簡単な
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作業だから」「これまでもやってきた作業と

同じだから」と、容易に考え準備を怠った事

によって起こった作業ミスでしたので、改め

て、事前準備の重要性を強く感じました。

　事前準備に時間をかけるようになってから

は、必然と作業に入りやすく、また、不安も

取り除けています。

 「備えあれば憂いなし」の言葉にあるよう

に、備え（事前準備）を大切に行ってまいり

ます。
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